












３ 豆 類・そ ば

(１) 要 旨

平成19年産の豆類（乾燥子実）の全国の収穫量は、大豆が22万6,700ｔで前年産に比べて2,500ｔ

（１％）減少し、らっかせいが１万8,800ｔで前年産に比べて1,200ｔ（同６％）減少した。

一方で、小豆は６万5,600ｔ、いんげんは２万1,900ｔで、前年産に比べてそれぞれ1,700ｔ（３％）、

2,800ｔ（15％）増加した。

また、主産県における平成19年産そばの収穫量は２万6,300ｔで、前年産に比べて2,300ｔ（８％）減

少した。（表３）

表３ 平成19年産豆類（乾燥子実）（全国）及びそばの収穫量（主産県）

(２) 解 説

ア 大豆（乾燥子実）

(ｱ) 作付面積

平成19年産大豆の作付面積は13万8,300

haで、前年産に比べて3,800ha(３％)減少

した。

これは、東北において水稲からの転換に

より増加したものの、北海道において小

豆、いんげんへの転換等があり減少したた

めである。（表３、図３－１）

区 分 作付面積 収 穫 量
10ａ当たり
収 量

対 差 対 比 対 比 対 差 対 比

ha kg ｔ ha ％ ％ ｔ ％ ％

大 豆  138 300   164  226 700   97   102   99   97 

小 豆  32 700   201  65 600   102   102   103   111 

い ん げ ん  10 400   211  21 900   104   110   115   106 

ら っ か せ い  8 310   226  18 800   97   97   94   96 

そ ば  46 100  … … 1 300   103  … … … … 

うち主 産 県  38 400   68  26 300 1 000   103   89   92   94 

注：１ 小豆、いんげん及びらっかせいの収穫量調査は主産県調査であり、３年周期で全国調査を実施している。平成20年産については主産県を対象に調査を実 

施した。 

なお、全国値は主産県調査結果と主産県以外の推計値を合計したものである。 
２ そばの収穫量調査は、主産県調査であり、主産県の結果を積み上げた主産県値として集計し、全国値は推計していない。

なお、主産県については、本年産から、前年産の作付面積が全国の作付面積のおおむね80％を占めるまでの都道府県及び事業（強い農業づくり交付金） 
実施県に変更し、具体的な調査対象県は北海道、青森県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、新潟県、福井県、長野県及び広島県とした。

また、前年産対比は前年産の調査結果を、本年産の主産県に組み替えて集計した結果と比較したものである。
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図３－１ 大豆の作付面積、収穫量及び

10ａ当たり収量の推移(全国)







(ｳ) 収穫量

収穫量は１万8,800ｔで、前年に比べて1,200ｔ（同６％）減少した。

これは、作付面積が前年産に比べて減少したことに加えて、10ａ当たり収量が前年産を下回っ

たためである。（表３、図３－４）

オ そば

(ｱ) 作付面積（全国）

平成19年産そばの作付面積は４万6,100haで、前年産に比べて1,300ha（３％）増加した。

これは、東北において水稲からの転換により増加したことや、北海道において省力的な作物とし

て小麦等からの転換があり増加したためである。

このうち、主産県（計）の作付面積は３万8,400haで、前年産に比べて1,000ha（３％）増加した。

（表３）

(ｲ) 10ａ当たり収量（主産県）

主産県における10ａ当たり収量は68kgで、前年産に比べて９kg（11％）下回った。

これは、北海道で６月中旬から７月中旬にかけての少雨により初期生育が抑制されたことに加

えて、茨城県等で台風第９号による大雨の影響で発芽不良等となったためである。（表３）

(ｳ) 収穫量（主産県）

主産県の収穫量は２万6,300ｔで、前年産に比べて2,300ｔ（８％）減少した。

これは、作付面積は増加したものの、10a当たり収量が前年産を下回ったためである。（表３）


